































Japanese: FS）、それぞれ 3名ずつ（20代前半から 30代前半の女性右利き健常者）と、統


















































































































































た、脳誘発電位測定装置（S y n a x 2 1 0 4）を用い、周波数帯域は、0 . 0 5 ～ 5 0 H z









































者に関しては P200）以降、緩やかな右肩上がりの波形を示しているのに対し（図 5－ 1
参照）、日本語母語話者では P300（P300が出現していない調査対象者に関しては P200）
以降に再び顕著な陽性波が現れ、W型の波形を呈していた（図 5－ 2参照）。この傾向は、















図 3－ 1 電極装着













図 4－ 1 波形 1 FS3 イラスト課題（低頻
度刺激）
図 4－ 2 波形 2 NS4 イラスト課題（低頻
度刺激）
図 5－ 1 波形 3 FS5 テンス課題（低頻度
刺激）
図 5－ 2 波形 2 NS1 テンス課題（低頻度
刺激）
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添付資料
脳波実験終了後のテスト
脳波実験終了後の質問
月　　　日（ ）
名前：
1．aと bのどちらが正しい文ですか。正しいと思うほうに○をつけてください。
①　a．昨日　かいものを　しました。 b．昨日　かいものを　します。
②　a．母は　来年　日本に　きます。 b．母は　来年　日本に　きました。
③　a．父は　明日　海に　行きます。 b．父は　明日　海に　行きました。
④　a．明日は　7時に　おきます。 b．明日は　7時に　おきました。
⑤　a．昨日　たくさん　ビールを　のみました。
b．昨日　たくさん　ビールを　のみます。
⑥　a．春になると　花が　さきます。 b．春になると　花が　ふります。
⑦　a．ジョンさんは　ネクタイを　しています。
b．ジョンさんは　ネクタイを　きています。
⑧　a．東京は　人が　多いです。 b．東京は　人が　大きいです。
⑨　a．ビールを　たくさん　のみます。 b．ビールを　たくさん　たべます。
⑩　a．この本は　とても　高い。 b．この本は　とても　いたい。
2．実験中、文の前半があらわれた時、後ろに続くものを、何か想像しましたか。それは
実際あらわれた文と　ちがっていましたか。
例：「昨日　たくさん　ビールを」という文が画面にあらわれた時、頭の中で
「買いました。」が続くと想像した。でも、実際あらわれたのは「のみました。」
だった。
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